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地域公共交通計画策定へ

① 現状分析　② 町民アンケートや聞き取り調査
③ 地域公共交通協議会の設立

① デマンド交通　② ライドシェア　③ 自動運転EVバス

① 既存サービスの統合・拡充
　（バス・ハイヤー共通利用券、外出支援サービス、地域生活バス、
　　通院等乗合ハイヤー他）
② 各種サービスの再周知・意見募集
③ 自動運転実証実験（別海市街地）の検討

令和７年12月定例会　一般質問から
【質問】移動手段確保の課題に取り組むに当たり、町
　　　　民の意見をどのように反映させていくのか。
【答弁】地域公共交通計画の策定に２年間を想定。
　　　　１年目は町民アンケートを実施し、２年目に
　　　　法定協議会で町民意見を反映させる予定。

地域公共交通計画って？
　地域の移動手段を将来にわたって確保するために、町が交通事業者や町民と協議して
作成する公共交通の将来設計です。
　人口減少や運転手不足の中でも、バス・ハイヤー・スクールバス・福祉輸送など地域
の多様な運送資源を活用することが大切です。
　誰もが安全・安心に移動できる交通網を維持・発展させていくために、町民の皆様か
らご意見を伺いながら、地域の実情に合わせた方針や目標を策定します。

地域公共交通計画とは？

議会と行政で行われる課題共有会議で、計画策定の方向性が示されました。

今後どんなことをやるの？

現状の課題

町民の声を行政へ

こんなこと
やっていきます

イメージした
交通手段

整理したいこと

　高齢化の進行・世帯構成の変化・交通空白
地の拡大により、移動手段の確保が大きな課
題となっています。
　特に、高齢者や車の免許を持たない方々に
とって、日々の生活に必要な移動をどのよう
に確保するかが切実な問題です。

「バスやハイヤーが少なくて使えない」
「免許を返したいけど、移動手段がなくて」
「買い物や通院に困っている」

　地域めぐり懇談会でも、こうした声が多く
寄せられています。

　地域公共交通の維持・存続には、行政・町民・団体・企業が連携した地域一体の取り組みが不可欠
であり、公共交通ネットワークの構築が必要です。
　別海町では、高齢者の移動手段の確保に関する課題や、交通空白地の解消について計画に盛り込
み、課題解決に向けた取り組みを推進していきます。

あなたの声が町の未来を変えます!!
　この地域公共交通計画は、町の未来の姿を描くための大切な一歩です。
皆様一人一人の声が、より便利でより安心な移動手段の実現につながります。
　ぜひ、アンケートや意見募集にご参加いただき、あなたの思いを伝えてくだ
さい。誰もが暮らしやすい町を一緒につくっていきましょう！

知ろう！ 考えよう！ 声を上げよう！

２
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４

町
民
の
声
を
ど
う
反
映
す
る
か
　

　
委
員
会
で
は
、
産
業
振
興
部
が
町

民
説
明
会
の
進
め
方
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
部
署
と
連
携

し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
委
員
会
と
し
て
も
、幅
広
い
年
代・

立
場
の
声
を
ど
う
集
め
る
か
を
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
町
の
方
針
を
示
し
た
上
で
、
実

施
設
計
前
に
町
民
の
声
を
聴
く
機
会

の
確
保
を
、
町
に
求
め
ま
し
た
。

専
門
家
の
動
き
を
注
視

　
専
門
家
の
来
庁
回
数
を
踏
ま
え
、

９
月
を
め
ど
に
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
の
報
告
を

求
め
ま
す
。

　
議
会
事
務
局
の
業
務
効
率
化
へ
の

関
わ
り
方
も
含
め
、
専
門
家
の
活
動

が
、
実
際
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
ど
う
つ
な
が
る
か
を
見
極
め
な
が

ら
、
今
後
の
動
向
を
引
き
続
き
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

ギ
カ
イ
の
目

　
産
業
振
興
部
か
ら
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
の
再
整

備
に
向
け
た
検
討
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
営
の
仕
組
み
は
、
公
設
民
営
や
公
設
公
営
な

ど
、
複
数
の
手
法
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
お

り
、
宿
泊
・
温
浴
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
も
重
ね

て
い
ま
す
。

　
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
次
第
、
７
月
以
降
に
別

海
・
西
春
別
駅
前
・
尾
岱
沼
の
３
地
区
で
町
民
説

明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
平
日
昼
間
の
説
明
会
だ
け
で
は

参
加
者
が
偏
り
や
す
い
た
め
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
も
活
用
し

て
、
幅
広
く
声
を

集
め
る
べ
き
と
の

指
摘
や
、
整
備
や

運
営
に
伴
い
、
地

域
に
ど
れ
だ
け
の

財
政
負
担
が
生
じ

る
の
か
を
見
極
め

る
視
点
の
大
切
さ

が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
経
営
管
理
部
か
ら
、
Ａ
Ｉ
や
定
型
業
務
を
自
動

化
す
る
技
術
を
使
っ
た
業
務
効
率
化
の
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
制
度
で
あ
る
地
域
活
性
化
企
業
人
を
、
６

月
か
ら
迎
え
て
い
ま
す
。

　
月
の
半
分
ほ
ど
役
場
に
常
駐
し
な
が
ら
、
各
部

署
の
課
題
整
理
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
ま
で
支
援

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
職
員
自
身
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な

し
、
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
交
流
館
整
備

　
　
　
　
　
声
を
ど
う
聞
く

Ａ
Ｉ
活
用
で
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
役
場
の
仕
事

住
民
参
加
と
財
政
的
視
点
を

　
　
　
　
　
　
　

重
視
し
た
検
討

専
門
家
支
援
と
職
員
の

　
　
　

主
体
的
な
活
用
を
目
指
す

委員長 今西 和雄　副委員長 宮越 正人　委員 戸田 憲悦・佐藤 雄・松𠩤 政勝・小椋 哲也・髙橋眞結美・市川 聖母

総務産業常任委員会の活動報告



５

独
自
事
業
と
指
定
管
理
業
務
　

　

２
つ
の
施
設
は
、「
道
東
あ
さ
ひ

農
業
協
同
組
合
」
と
「
別
海
町
社
会

福
祉
協
議
会
」
が
指
定
管
理
者
と
し

て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
し
わ
野
で
は
、

独
自
事
業
の「
居
宅
介
護
支
援
事
業
」

が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
不
足
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
と
町
と
の
間
で
、
実

情
を
踏
ま
え
た
協
議
が
必
要
と
の
意

見
が
、
多
く
の
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま

し
た
。

日
常
生
活
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

　
ク
マ
の
目
撃
件
数
お
よ
び
市
街
地

へ
の
出
没
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
対
策
が
急
務
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
箱
わ
な
の
有
効

な
設
置
方
法
・
設
置
場
所
を
は
じ
め
、

長
年
の
経
験
に
基
づ
く
工
夫
や
試
行
錯

誤
の
成
果
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の

動
向
を
継
続
的
に
追
っ
て
い
き
ま

す
。 ギ

カ
イ
の
目

〈
西
春
別
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
し
わ
野
〉

　
西
部
地
区
の
在
宅
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

18
年
に
設
置
さ
れ
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、訪
問
介
護
、

高
齢
者
生
活
ハ
ウ
ス
の
３
つ
の
業
務
の
他
、
独
自

事
業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
入
居
定
員
】　
９
人
（
９
室
・
個
室
）

　
　
　
　
　
　
２
人
（
１
室
・
夫
婦
型
）

【
職 

員 

数
】　
23
人

〈
別
海
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
ど
り
野
〉

　
平
成
10
年
に
設
置
さ
れ
、身
体
機
能
の
低
下
や
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安
が
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
が

入
居
で
き
る
高
齢
者
施
設
で
、
各
部
屋
に
は
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
、
廊
下
に
は
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
、
入

居
者
の
安
全
の
見
守
り
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
食
事
の
提
供
、
入
浴
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。

【
入
居
定
員
】　
30
人
（
30
室
・
個
室
）

【
職 

員 

数
】　
４
人

　
　
※
職
員
数
は
指
定
管
理
に
係
る
人
数
で
す
。

　
別
海
町
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対
策
、
ヒ
グ
マ
対

策
で
は
大
型
の
箱
わ
な
１
基
、特
大
１
基
の
設
置
、

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
、
赤
外
線
対
応
ド
ロ
ー
ン
、
撃

退
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
配
備
状
況
や
捕
獲
実
績
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
箱
わ
な
捕
獲
実
績
と
し
て
令
和
６
年
度
５
頭
、

７
年
度
９
頭
、
８
年
度
５
頭
（
６
月
22
日
現
在
）。

　
ま
た
、
野
犬
対
策
と
し
て
遠
隔
操
作
式
捕
獲
お

り
の
試
験
運
用
状
況
、
周
辺
自
治
体
と
の
情
報
共

有
体
制
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。

　
猟
友
会
で
は
高
齢
化
の
一
方
、
若
い
世
代
の
免

許
取
得
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と

や
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
配

置
・
着
任
状
況
な

ど
、
町
民
の
安
全

を
守
る
体
制
の
維

持
・
強
化
に
向
け

て
、
今
後
も
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

老
後
も
安
心
し
て

　
　
生
活
が
で
き
る
環
境
を

別
海
町
の
鳥
獣
対
策
は

老
後
の
生
活
を
支
援
す
る

　
 

２
カ
所
の
高
齢
者
施
設
を
視
察

箱
わ
な
の
捕
獲
件
数
が

　
　
　
　
　
　

 

過
去
最
多
ペ
ー
ス

委員長 外山 浩司　副委員長 横田 保江　委員 中村 忠士・田村 秀男・貞宗 拓雄・伊勢 　徹・吉田 和行　

福祉文教常任委員会の活動報告



議会活性化ってどういうこと？

教えて！ギカイダー！

議会が住民に開かれ、自由で活発な
議論と政策形成を行えるように、運
営方法や制度・議員活動を見直し、
機能を高める取り組みだよ。

ちょっと難しいな～

分かりやすい議会・開かれた議会・
結果を出す議会・行動する議会を目
指す動きだよ。

さ
ら
な
る
向
上
へ

　
　

 

〜
特
別
委
員
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
〜

　議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
は
、
本
年
３
月
定
例
会
の
議
決
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
期
間
は
１
年
で
す
。

１
　第
３
期
議
会
活
性
化
計
画
期
間
の
活
動
を

　広
い
視
点
で
調
査
し
総
括
す
る

２
　総
括
を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
議
会
活
性
化

　に
つ
な
げ
る
第
４
期
議
会
活
性
化
計
画
を
策

　定
す
る

平
成
28
年

　第
１
期
議
会
活
性
化
計
画
策
定

◎
３
種
の
広
聴
制
度
確
立

 

（
議
会
報
告
会
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
、

　意
見
交
換
会
制
度
）

令
和
元
年

　第
２
期
議
会
活
性
化
計
画
策
定

◎
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
導
入

◎
一
般
質
問
検
討
会
議
の
導
入

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進

　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

令
和
３
年

　別
海
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

令
和
５
年

　第
３
期
議
会
活
性
化
計
画
策
定

令
和
６
年

　議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

令
和
８
年

　議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

特
別
委
員
会
設
立
の
目
的

特
別
委
員
会
の
調
査
事
項

① 

議
員
の
な
り
手
不
足
問
題

　問
題
の
所
在
や
実
態
、
対
策
事
例
な
ど
を
調

　査
し
、
検
討

② 

政
務
活
動
費

　目
的
や
具
体
的
な
事
例
を
調
査
し
、
導
入
の

　必
要
性
・
有
効
性
を
検
討

③ 
一
般
質
問
制
度

　取
り
組
み
事
例
な
ど
を
調
査
し
、
一
般
質
問

　の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
制
度
の
改
善

　や
充
実
の
方
策
を
検
討

　こ
の
３
点
を
徹
底
調
査
、
協
議
を
経
て
、
第

４
期
活
性
化
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ

進化転機加速確立前進確信深化

別
海
町
議
会
活
性
化
の
歩
み

次
世
代
農
業
へ
の
転
換
を
後
押
し
！

　
　
　
　
　
　
 補正
予
算
を
可
決

財
産
の
取
得

　ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
を
採
択

　医
療
・
介
護
分
野
に
対
す
る

大
規
模
か
つ
抜
本
的
な
財
源
確

保
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択

提
出
者
　戸
田 

憲
悦 

議
員

賛
成
者
　今
西 

和
雄 

議
員

小
椋 

哲
也 

議
員

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
　
　

委
員
長
　外
山 

浩
司

議
員
発
議

委
員
会
発
委

可決可決

６

委員長 中村 忠士　副委員長 小椋 哲也　委員 今西　和雄・外山　浩司・貞宗　拓雄・伊勢　徹・髙橋眞結美・市川 聖母

議会活性化等調査特別委員会報告



次
世
代
農
業
へ
の
転
換
を
後
押
し
！

　
　
　
　
　
　
 補正
予
算
を
可
決

財
産
の
取
得

　ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
を
採
択

　医
療
・
介
護
分
野
に
対
す
る

大
規
模
か
つ
抜
本
的
な
財
源
確

保
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択

提
出
者
　戸
田 

憲
悦 

議
員

賛
成
者
　今
西 

和
雄 

議
員

小
椋 

哲
也 

議
員

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
　
　

委
員
長
　外
山 

浩
司

議
員
発
議

委
員
会
発
委

可決可決

７

定例会・補正予算

　
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
17
日

か
ら
23
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
２
年
ぶ
り
に
10
人
が
登
壇

し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
宮
越
正
人
委
員
長
、
髙

橋
眞
結
美
副
委
員
長
）で
審
査
さ
れ
、

本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
般
会
計

　
　
２
億
９
千
８
０
万
円
増
額

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
１
千
９
０
０
万
円
増
額

・
病
院
事
業
会
計

　
　
３
千
３
７
７
万
円
増
額

・
下
水
道
等
事
業
会
計

　
　
２
億
４
千
３
５
９
万
円
減
額

　
４
会
計
で
９
千
９
９
８
万
円
の

増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
を
抜
粋
し
て
紹
介
し

ま
す
。

　
そ
の
他
の
議
案
は
、
工
事
請
負

契
約
７
件
、
財
産
の
取
得
４
件
、

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
、

土
地
改
良
事
業
の
施
行
、
農
業
委

員
の
任
命
27
件
、
繰
越
計
算
書
3

件
で
合
計
51
件
の
議
案
を
審
議

し
、
全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

⃝
�

道
東
あ
さ
ひ
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

一
棟

⃝
�

個
人
、
法
人
、
業
種
、
事
業
規

模
を
問
わ
な
い
農
業
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業

　
　

�

水
分
収
量
セ
ン
サ
ー
位
置
情
報
付

大
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
活
用
し
た
畑

作
収
穫
受
託
サ
ー
ビ
ス
２
件

⃝
�

地
域
の
中
核
と
な
っ
て
農
地
を

引
き
受
け
る
担
い
手
の
農
業
用

機
械
・
施
設
導
入
を
支
援
す
る

事
業
３
件

　
補
助
率
３
／
10

　
（
上
限
）

　
　
　
　
個
人
１
千
５
０
０
万
円

　
　
　
　
法
人
３
千
万
円

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

消
防
団
防
火
衣

　
　
　
　

１
１
６
セ
ッ
ト

地
域
農
業
構
造
転
換

　
　
　
　
　
　

支
援
事
業

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
事
業

３
億
３
４
０
４
万
円

２
７
４
３
万
円

５
１
９
６
万
円

５
０
０
８
万
円

新規新規

新規

※
金
額
の
千
円
以
下
は
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。



８

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

田
た

村
むら

秀
ひで

男
お

議員

５
年
間
で
、
過
疎
地
域
か
ら

　
　
　
　
脱
却
で
き
る
の
か
！

質 問質
問　

本
町
の
人
口
減
少
率

は
、
令
和
12
年
度
末
ま
で
に
、

25
％
を
下
回
れ
る
の
か
。

答
弁　
平
成
２
年
か
ら
令
和
12

年
ま
で
の
40
年
間
の
人
口
減
少
率

が
適
用
さ
れ
、
人
口
推
計
で
は
減

少
率
が
30
・
17
％
と
な
り
、
指
定

要
件
を
満
た
せ
ず
、
過
疎
地
域
か

ら
脱
却
で
き
な
い
。

　
令
和
12
年
時
点
で
、
１
万
３
７

２
２
人
を
超
え
て
い
る
必
要
が
あ

り
、計
画
に
お
け
る
目
標
人
口
は
、

１
万
２
７
７
７
人
と
推
計
し
て
い

る
。質

問　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
変
更
計
画
で
は
、
過
疎
債
と

多
額
な
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

有
効
活
用
で
き
る
今
こ
そ
、
将
来

に
わ
た
り
効
果
を
維
持
す
る
事
業

へ
の
大
胆
な
投
資
を
行
う
べ
き
だ
。

　
過
疎
計
画
へ
の
「
本
気
度
」
と

「
意
欲
と
熱
意
」
は
。

答
弁　
投
資
を
恐
れ
ず
、
人
口

を
増
や
す
気
概
な
く
し
て
、
人
口

を
守
る
こ
と
す
ら
か
な
わ
な
い
。

「
本
気
」
で
あ
る
と
即
答
す
る
。

　
実
行
す
る「
意
欲
と
熱
意
」は
、

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

が
あ
り
余
る
ほ
ど
あ
る
。

　
次
世
代
へ
の
投
資
、
老
後
の
安

心
、
経
済
成
長
の
３
つ
の
政
策
柱
を

高
く
掲
げ
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
過
疎
脱
却
に

向
け
て
果
敢
に
挑
戦
す
る
。

　
本
町
の
職
員
は
、
全
道
、
全
国

に
誇
れ
る
行
動
を
実
行
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
前
年
度
の
情
報
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
て
、
次
年
度
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
、
よ
り
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
力
し

て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
交
流
館
の

　
　
　
　
　
再
整
備
に
つ
い
て

質 問質
問　

ふ
る
さ
と
交
流
館
の

令
和
６
年
度
の
入
浴
客
数
は

５
万
５
千
人
で
、
町
民
に
必
要
不

可
欠
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
の
４
年
間
で
、
３
億
５
千

万
円
、
年
平
均
８
８
０
０
万
円
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
再
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
か
か

る
経
費
を
含
め
町
民
に
丁
寧
に
説

明
し
、
町
民
の
声
を
、
広
く
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
正
確
に
聞
き
取
る
必

要
が
あ
る
。町
の
方
策
は
ど
う
か
。

答
弁　
町
民
説
明
会
お
よ
び
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

そ
の
際
、
計
画
内
容
の
他
、
見
込

ま
れ
る
コ
ス
ト
、施
設
が
な
く
な
っ

た
場
合
の
経
済
的
損
失
な
ど
を
示

し
た
上
、
広
く
意
見
を
聴
く
。

　
町
民
説
明
会
は
、
中
央
地
区
の

他
、西
部・東
部
地
区
で
も
開
催
し
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
機

会
を
つ
く
る
。

　
会
場
に
来
ら
れ
な
い
人
の
意
見

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
方
法

を
検
討
す
る
。

質
問　
海
峡
封
鎖
な
ど
に
よ
り

町
内
中
小
・
零
細
業
者
が
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
調
査
し
、
支
援
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
農
協
、
漁
協
お
よ
び
商

工
会
を
通
じ
て
オ
イ
ル
や
資
材
の

入
手
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
や
、
食
品
・
燃
料
費
の
高
騰
に

よ
る
影
響
な
ど
、
状
況
を
把
握
し

て
い
る
。

　
各
種
団
体
な
ど
の
要
望
意
見
を

踏
ま
え
て
、
必
要
な
支
援
施
策
を

講
じ
て
い
く
。

中
なか

村
むら

忠
ただ

士
し

議員

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響
は



9

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

　
　
　
オ
ト
モ
ノ
の
今
と
未
来

質 問

伊
い

勢
せ

　徹
とおる

議員

質
問　
加
盟
店
拡
大
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

答
弁　
加
盟
店
拡
大
を
一
歩
一

歩
堅
実
に
進
め
て
い
く
。

質
問　
加
盟
店
向
け
の
導
入
支

援
策
を
伺
う
。

答
弁　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
運
用
し
て
い
る
。

質
問　
温
泉
や
ハ
イ
ヤ
ー
な
ど

で
も
、
オ
ト
モ
ノ
を
使
用
で
き
る

の
は
、
い
つ
頃
に
な
る
か
。

答
弁　
本
年
度
中
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

質
問　
チ
ャ
ー
ジ
機
能
を
追
加

す
る
計
画
が
あ
る
か
。

答
弁　

今
年
度
に
お
け
る

チ
ャ
ー
ジ
機
能
実
装
の
検
証
は
既

定
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
ピ
ン
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に

係
る
事
業
の
予
算
は
ど
の
く
ら
い

見
込
ん
で
い
る
か
。

答
弁　
経
費
と
し
て
、
１
千
１

８
８
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

質
問　
外
国
人
労
働
者
の
登
録

者
数
と
、
今
後
、
外
国
人
労
働
者

に
登
録
を
促
す
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　
登
録
者
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。登
録
を
促
す
施
策
は
、

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　
株
式
会
社
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
の
戦
略
的
意
図
を
伺
う
。

答
弁　
全
国
自
治
体
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
可
能
性
を
秘
め
た
先
駆

的
施
策
で
あ
り
、
地
域
商
社
に
よ

る
運
営
が
最
善
の
方
策
で
あ
る
。

質
問　
本
事
業
の
最
終
目
標
お

よ
び
事
業
規
模
な
ら
び
に
財
政
安

定
化
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁　
オ
ト
モ
ノ
が
一
定
の
規

模
で
継
続
で
き
る
よ
う
、
財
源
確

保
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

超
巨
大
地
震
！

　
　
　
　
そ
の
瞬
間
と
そ
の
後

質 問質
問　
現
在
、
国
が
示
し
て
い

る
千
島
海
溝
モ
デ
ル
で
は
、
別
海

町
で
震
度
６
強
の
場
合
、
走
古
丹

で
約
３
～
４
メ
ー
ト
ル
の
最
大
津

波
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
想
定
を
超
え
る
規
模
の
津

波
や
複
数
波
の
到
来
に
対
し
、
走

古
丹
防
災
セ
ン
タ
ー
や
本
別
海
地

域
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
海
岸
地
区
の

指
定
避
難
所
が
、
避
難
施
設
と
し

て
の
機
能
を
ど
こ
ま
で
維
持
で
き

る
と
町
は
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
津
波
災
害
警
戒
区
域
内

の
施
設
お
よ
び
二
つ
の
防
災
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
想
定
津
波
の
基
準
水
位
に
は

耐
え
ら
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

質
問　
大
規
模
地
震
で
は
、
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

の
損
壊
、
路
面
の
崩
壊
な
ど
の

複
合
的
な
交
通
障
害
が
避
難
経
路

を
寸
断
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
本
町
で
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
耐

震
性
能
は
。

答
弁　
道
路
の
耐
震
性
能
に
関

す
る
考
え
方
は
な
い
が
、
橋き
ょ
う
り
ょ
う

梁
に

求
め
ら
れ
る
耐
震
性
能
は
一
定
程

度
確
保
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
海
岸
地
区
の
第
一
避
難

場
所
が
、
危
険
化
し
た
場
合
の
再

避
難
経
路
お
よ
び
再
避
難
先
は
。

答
弁　
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
自
衛

隊
に
要
請
す
る
。

質
問　

公
助
に
は
限
界
が
あ

り
、
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る
自

主
防
災
組
織
の
継
続
的
な
活
動
の

考
え
方
は
。

答
弁　

地
域
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
育
成
は
重
要
と
考
え
る
。

　
次
世
代
の
地
域
防
災
を
担
う
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
通

じ
て
防
災
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

松
まつばらまさかつ

𠩤政勝議員
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議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

発
熱
外
来
の
電
話
受
付

　
　
　
長
時
間
待
機
の
改
善
は

質 問質
問　
予
約
電
話
が
つ
な
が
ら

ず
、
10
回
、
20
回
か
け
た
り
、
駐

車
場
で
、
長
時
間
待
機
し
て
い
る

状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　
認
識
し
て
い
る
。
流
行

の
ピ
ー
ク
に
受
診
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
ご
不
便
を
か
け
、
申
し
訳
な

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
院
内
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
必
要
な

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
く
、
院

内
感
染
防
止
を
優
先
す
る
た
め
に
、

車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
受
診
環
境
の
在
り
方
に
つ
い

て
改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
解
消
に
向
け
電
話
回
線

の
増
設
や
予
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
は
。

答
弁　
電
話
問
診
の
改
善
に
よ

り
、
一
定
の
改
善
を
し
て
き
た
。

　
重
症
乳
児
の
院
内
待
機
や
検
査

結
果
が
出
る
ま
で
の
間
、
近
隣
の

患
者
に
対
し
て
は
、
一
時
帰
宅
し

て
も
ら
う
対
策
な
ど
を
し
て
き
た
。

　
引
き
続
き
、
町
内
唯
一
の
病
院

と
し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
、
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
さ
ら
に
、
冬
季
間
に
予
想
さ
れ

る
流
行
期
に
向
け
、
看
護
師
の
受

付
体
制
も
含
め
、検
討
し
て
い
く
。

質
問　
診
察
す
る
医
師
の
人
数
は
。

答
弁　

内
科
医
の
常
勤
医
と
、

発
熱
外
来
の
出
張
医
２
人
で
対
応

し
て
い
る
。

質
問　

医
師
が
増
え
な
け
れ

ば
、
長
時
間
待
機
の
縮
小
に
は
つ

な
が
ら
な
い
か
。

答
弁　

流
行
期
の
混
雑
時
に

は
、
外
科
医
も
診
療
対
応
に
当

た
っ
て
い
る
。

　
状
況
に
応
じ
て
院
内
の
体
制
を

整
え
、
対
応
し
て
い
る
。

別
海
町
で

　
在
宅
看
取
り
は
か
な
う
の
か

質 問質
問　
在
宅
看
取
り
を
望
ん
で

い
て
も
、手
続
き
へ
の
不
安
か
ら
、

や
む
を
得
ず
入
院
を
選
ば
ざ
る
を

得
な
い
ケ
ー
ス
を
、
町
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁　
死
亡
診
断
書
の
手
続
き

へ
の
不
安
や
、
警
察
に
よ
る
検
視
へ

の
懸
念
か
ら
、
入
院
を
選
ば
ざ
る
を

得
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
医
療
や
介
護
の
現
場
で
相
談
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
以
前
、
尾
岱
沼
で
行
わ

れ
て
い
た
訪
問
診
療
や
在
宅
看
取

り
が
、
な
ぜ
今
は
難
し
い
の
か
。

答
弁　
在
宅
看
取
り
を
希
望
す

る
方
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
尾
岱
沼
診
療
所
で
訪
問
診
療

は
続
け
て
い
る
。
医
師
が
対
応
で

き
る
場
合
は
在
宅
看
取
り
に
対
応

し
、
難
し
い
場
合
は
別
海
病
院
で

の
対
応
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
医
師
の

負
担
を
減
ら
し
、
多
職
種
の
連
携

で
在
宅
看
取
り
を
支
え
る
体
制
を

整
え
る
考
え
は
。

答
弁　

別
海
病
院
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
診
療
や
助

言
を
行
っ
て
い
る
。

　
医
師
の
移
動
負
担
を
減
ら
し
、

専
門
的
な
医
療
を
地
域
診
療
に
生

か
し
て
い
る
。

　
24
時
間
対
応
の
訪
問
診
療
の
確

立
や
医
師
確
保
な
ど
課
題
は
多
い
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
療
養

し
、
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
需

要
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

知
見
を
生
か
し
、
将
来
的
な
体
制

整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

市
いち

川
かわ

聖
まりあ

母議員
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髙
たか

橋
はし

眞
ま

結
ゆ

美
み

議員

６・
３
制
義
務
教
育
80
年
の
変
遷
と

　
　
　
義
務
教
育
学
校
へ
の
考
え
方

質 問

今
いま

西
にし

和
かず

雄
お

議員

質
問　
わ
が
町
の
教
育
の
歩
み

を
ど
の
よ
う
に
振
り
返
り
、
位
置

付
け
て
い
る
か
。

答
弁　
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
教
育
の
歴
史
と
、
思
い
を
大

切
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
Ｃ
Ｓ
）
を
土
台
に
、
急
激
に
変
化

す
る
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
生
き

る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

質
問　
今
動
き
出
し
た
別
海
中

央
地
区
の
校
舎
一
体
型
義
務
教
育

学
校
へ
の
考
え
方
は
。

答
弁　

Ｃ
Ｓ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、

義
務
教
育
学
校
の
建
設
を
と
の
強

い
要
望
が
あ
り
、
建
設
に
向
け
て

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
他
２
地
区

に
お
い
て
も
希
望
が
あ
る
。

質
問　

今
後
６・
３
年
制
の
義

務
教
育
の
編
成
か
ら
、
９
年
制
の

義
務
教
育
学
校
に
移
行
の
考
え

は
。答

弁　
義
務
教
育
学
校
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
可
能
性
な

ど
、総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る
。

質
問　
急
激
な
少
子
化
時
代
を

迎
え
、
20
年
先
を
区
切
り
に
義
務

教
育
学
校
一
校
に
集
約
す
る
議
論

も
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
多
角
的
な
観
点
か
ら
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。

　
現
時
点
で
特
定
の
形
に
集
約
を

前
提
と
し
た
議
論
を
す
る
考
え
は

な
い
。

　
人
口
動
態
や
財
政
状
況
、
教
育

内
容
の
方
向
性
な
ど
、
丁
寧
に
見

極
め
、
地
域
・
学
校
関
係
者
な
ど

と
十
分
対
話
を
重
ね
、
子
ど
も
た

ち
に
最
善
と
な
る
義
務
教
育
学
校

の
将
来
像
に
つ
い
て
、
責
任
あ
る

検
討
を
進
め
て
い
く
。

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

高
齢
者
の
特
殊
な
移
動
〜

　
透
析
患
者
の
通
院
移
動
支
援

質 問質
問　
透
析
患
者
は
既
存
の
交

通
手
段
が
使
い
づ
ら
く
、
家
族
の

送
迎
に
頼
る
状
況
だ
。

　
町
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
通

院
等
乗
合
ハ
イ
ヤ
ー
の
柔
軟
な
利

用
、
拡
充
な
ど
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
現
在
、
策
定
に
着
手
し

た「
地
域
公
共
交
通
計
画
」で
は
、

通
院
さ
れ
る
全
て
の
方
を
対
象
と

し
た
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
を
進
め
る
考
え
だ
。

　
通
院
す
る
方
の
移
動
ニ
ー
ズ
を

可
能
な
限
り
把
握
し
、
既
存
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な
活
用
や
拡

充
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を

計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

質
問　

近
隣
市
町
の
施
設
が
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
現
状
だ
。

　
本
町
の
老
人
保
健
施
設
す
こ
や

か
も
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
な

い
か
。

答
弁　
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　
必
要
な
人
員
確
保
を
含
め
た
体

制
整
備
の
め
ど
が
立
っ
た
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問　
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
前
提
で
、
人
員
確
保
の
整
備

に
か
か
る
と
捉
え
て
い
い
か
。

答
弁　
そ
の
通
り
だ
。
来
年
度
に

向
け
て
人
員
の
募
集
を
し
て
い
る
。

　
採
用
で
き
た
場
合
は
、
令
和
９

年
度
か
ら
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

老
人
施
設
の

　
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
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議長　西原　浩

東
京
・
別
海

　 ふ
る
さ
と
会
総
会

東
京
・
別
海

　 ふ
る
さ
と
会
総
会

５
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

　北海道町村議会広報コンクールで最高位の
特選を受賞しました。
　議会の仕組みや議員の仕事を解説する連載
など、身近に感じてもらう工夫が「読者目線
で好印象」との評価をいただきました。
　今後も、分かりやすく興味深く読んでもら
える紙面を目指します。

　多年にわたり、議会議員として議会制度の
高揚と地域の振興および住民福祉の向上、地
方自治の発展に寄与されてきたことが認めら
れ、西原議長と今西議員が表彰されました。

「べつかい議会だより」特選！ 道議長会の自治功労者を表彰

西原　浩 議長　25年以上の在職
（議長在職期間中は２倍に換算）

議
会
だ
よ
り
は

「
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

今西　和雄 議員　15年以上の在職

議員10人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

小
お

椋
ぐら

哲
てつ

也
や

議員

特
別
支
援
学
校
通
学
を

　
　
　
　
　
　
地
域
で
支
え
る

質 問質
問　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
が
町
外
の
道
立
特
別
支
援
学
校

に
通
う
ご
家
庭
で
は
、
町
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
使
え
ず
、
毎
日
の

長
時
間
の
送
迎
で
保
護
者
の
負
担

が
大
き
い
。
北
海
道
の
通
学
費
補

助
も
金
銭
に
と
ど
ま
る
。
同
じ
町

で
も
通
学
支
援
に
大
き
な
差
が
生

じ
て
い
る
「
制
度
の
谷
間
」
を
、

町
と
し
て
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　
町
と
し
て
も
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
通
学
手
段

の
確
保
や
、
負
担
面
で
十
分
な
支

援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
ご
家
庭

が
存
在
し
て
お
り
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
を
図
る
上
で
の
検
討
課

題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

質
問　
町
は
保
護
者
の
会
か
ら

相
談
を
受
け
、
関
係
部
局
合
同
で

意
見
交
換
会
を
持
っ
た
。
当
事
者

と
関
連
事
業
者
が
今
後
も
話
し
合

い
を
続
け
る
中
で
、
町
と
し
て
情

報
共
有
や
伴
走
支
援
を
続
け
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
先
月
末
の
意
見
交
換
会

の
中
で
、
町
と
し
て
も
情
報
を
共

有
し
、
継
続
し
て
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
必
要
に
応
じ
て
改
め
て
協
議
の

場
も
設
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問　
当
事
者
や
関
連
事
業
者

が
、
地
域
の
中
で
担
い
手
の
見
通

し
を
立
て
た
場
合
、
町
と
し
て
事

業
化
も
含
め
、
全
面
的
に
後
押
し

す
る
意
思
は
あ
る
か
。

答
弁　
制
度
の
実
施
に
は
体
制

の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。

　
当
事
者
や
関
連
事
業
者
が
担
い

手
と
な
る
体
制
が
整
え
ば
、
町
と

し
て
事
業
化
も
含
め
、
全
面
的
に

支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
維
持
に
対
す
る

　
人
材
確
保
・
資
格
取
得
支
援

質 問質
問　
生
活
イ
ン
フ
ラ
維
持
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
や
、
庁
舎

内
技
術
職
員
の
体
制
と
課
題
は
。

答
弁　
町
内
事
業
者
の
協
力
で
、

現
時
点
で
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
必

要
な
機
能
は
お
お
む
ね
確
保
さ
れ

て
い
る
。

　

一
方
で
将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
管
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
人
材
確
保
と
技
術
継
承
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

技
術
職
員
に
つ
い
て
も
即
戦
力

確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
工

業
高
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
未
経
験
者
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
続
い
た
場
合
、
将
来
的
に
イ
ン

フ
ラ
維
持
が
困
難
と
な
る
リ
ス
ク

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　
事
業
者
確
保
が
難
し
く

な
れ
ば
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
体
制
に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス

ク
が
あ
る
。

　
資
格
取
得
や
技
能
習
得
に
は
時

間
を
要
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な

担
い
手
確
保
の
視
点
で
町
内
横
断

的
に
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
資
格
取
得
支
援
や
若
手

人
材
の
育
成
・
定
着
支
援
な
ど
、

さ
ら
な
る
支
援
策
に
つ
い
て
町
の

見
解
を
。

答
弁　
町
で
は
就
職
奨
励
金
や

奨
学
金
返
還
支
援
、
研
修
費
補
助

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、採
用・

定
着
に
は
課
題
が
あ
る
。

　
資
格
取
得
支
援
は
、
取
得
後
の

離
職
や
転
職
の
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
判
断
し
、
現
時
点

で
は
採
用
・
定
着
・
育
成
に
取
り

組
む
企
業
の
支
援
強
化
を
優
先
す

る
。

吉
よし

田
だ

和
かず

行
ゆき

議員
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議長　西原　浩

東
京
・
別
海

　 ふ
る
さ
と
会
総
会

東
京
・
別
海

　 ふ
る
さ
と
会
総
会

５
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

　北海道町村議会広報コンクールで最高位の
特選を受賞しました。
　議会の仕組みや議員の仕事を解説する連載
など、身近に感じてもらう工夫が「読者目線
で好印象」との評価をいただきました。
　今後も、分かりやすく興味深く読んでもら
える紙面を目指します。

　多年にわたり、議会議員として議会制度の
高揚と地域の振興および住民福祉の向上、地
方自治の発展に寄与されてきたことが認めら
れ、西原議長と今西議員が表彰されました。

「べつかい議会だより」特選！ 道議長会の自治功労者を表彰

西原　浩 議長　25年以上の在職
（議長在職期間中は２倍に換算）

議
会
だ
よ
り
は

「
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

今西　和雄 議員　15年以上の在職

　
会
員
、
町
関
係
者
、
友
好
企
業
な
ど
88
名
が
出

席
し
、
創
立
30
周
年
記
念
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
30
周
年
記
念
誌
の
発
行
と
、
別
海

町
で
の
記
念
植
樹
が
計
画
さ
れ
た
他
、
別
海
町
の

近
況
報
告
や
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
オ
ト
モ
ノ
が
東
京
の
「
別

海
町
酒
場
」で
も
本
年
度
か
ら
使
用
可
能
と
な
り
、

町
職
員
お
よ
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
説
明
と

ア
プ
リ
登
録
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
物
産
展
へ
の

協
力
・
応
援
な

ど
、
別
海
町
の

ま
ち
づ
く
り
を

「
外
か
ら
支
え

る
」
役
割
に
感

謝
の
意
を
伝
え

ま
し
た
。

議会活動アラカルト



町民の皆さんの声を一緒に届けませんか?!

Let’s go 議会！ ！Let’s go 議会！ ！レッツゴー！レッツゴー！
連載
第６回

その「もっとこうなったらいいのに」
を議会へ！

「議員になると、何ができるの？」

～議員は特別な人がなるものではありません～

　こんな気づき、ありませんか？

議員になると、その声を前に進められます

身近な気づきこそ、町をより良くする

第一歩になるかもしれません。

仕事や家庭、地域での暮らしの中で感じた疑問や不便さが、活動の
出発点になることもあります。

　身近な気づきや思いを、議会につなげていく。
それが議員の役割です。

町民の声が、議会でどう生かされるのか。
その流れを見てみましょう。

困っている人の
声が届く町に

高齢者が移動
しやすい町に

子育てしやすい
環境に

議員・議会が
受け止める

議会で町の課題と
して取り上げる

町民の声を聞いて
課題を整理

委員会や議会で質問し
改善に向けて議論する

提案・改善へ

町民の声を
改善につなげる

提案につなげる

議会で問う

声を届ける

町民の
思い・疑問

暮らしの中で
感じた思い

町
民
の
声
を形に変える！

町
民
の
声
を形に変える！

ふだんの生活で感じることが、議会の大切な視点になります。
最初から政治に詳しい人ばかりではありません。

これが
 ホンネ！

 どんな思いで議員になりましたか？

佐藤　雄議員７期生４年目
に聞いてみました！！

　水道や道路など生活インフラの整備が進む一方、社会情勢で地域の
状況が一変。農家として強い危機感を抱き、産業と暮らしを守り、良くしたいと
の思いで議員を志しました。

さ とう はつ お
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シリーズシリーズ

　　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年第３回定例会は
９月７日（月）～９月11日（金）

を予定しています

一般質問の傍聴にきてみませんか？

お待ちしていま～す !!別海町議会
YouTubeチャンネル

９月８日㈫予定

一般質問日

― 民謡グループ「すずの音会」 ―
ね

　　　　　　　　　

「
日
本
の
楽
器
の
音
を
知
ろ
う
」

　
７
月
17
日
、
上
春
別
小
学
校
音
楽
の

授
業
に
、別
海
町
の
民
謡
グ
ル
ー
プ「
す

ず
の
音
会
」
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　
三
味
線
の
し
ら
べ
と
伸
び
や
か
な
歌

声
が
音
楽
室
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た

り
、
５・
６
年
生
（
14
人
）
の
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
す
ず
の
音
会
は
３
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
代
表
で
三
味
線
を
担
う
鈴
木
愛

子
さ
ん
（
48
歳
）、
芸
歴
44
年
で
北
海

道
民
謡
連
盟
の
審
査
員
を
務
め
る
平
尾

英
俊
さ
ん（
80
歳
）、お
囃
子
を
担
う「
ま

め
吉
」
さ
ん
（
39
歳
）。
年
代
も
ば
ら

ば
ら
の
三

世
代
が
、

そ
れ
ぞ
れ

別
の
道
か

ら
民
謡
へ

と
た
ど
り

着
い
た
そ

う
で
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
代
表
の
鈴
木
愛
子
さ

ん
の
「
一
人
で
弾
い
て
い
て
も
ち
ょ
っ

と
寂
し
い
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　
札
幌
で
習
い
始
め
て
20
年
、
別
海
に

戻
っ
て
か
ら
も
リ
モ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
で

三
味
線
を
続
け
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
平
尾
さ
ん
と
で
き
た
ら
い
い
な
」

と
人
づ
て
に
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ

る
日
そ
の
思
い
が
伝
わ
り
、
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
ん
な
に
す
ご
い
方
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
尾
さ
ん
は
こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
別
海
町
の
民
謡
愛
好
家
は
、
い
ま

20
人
に
も
届
き
ま
せ
ん
。
最
盛
期
は
62

人
を
超
え
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
ね
」。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
届
け

た
い
。
三
世
代
が
つ
な
が
る
「
す
ず
の

音
会
」
の
挑
戦
は
、
そ
の
思
い
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
次
世
代

に
日
本
文

化
の
伝
統
、

民
謡
・
和

楽
器
を
つ

な
い
で
い

く
活
動
も

目
的
の
一

つ
で
す
。

　
結
成
か
ら
ま
だ
２
年
。
固
定
の
練
習

日
は
設
け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
暮
ら

し
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
民
謡
と
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
演
奏
の
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
へ

で
も
駆
け
つ
け
ま
す
。

　
皆
様
の
も
と
へ
、
民
謡
の
心
と
音
色

を
届
け
に
ま
い
り
ま
す
。

左からまめ吉さん、平尾さん、鈴木さん

□令和８年８月１日発行／北海道別海町議会　□発行責任者／西原　浩　□編集／広報・広聴常任委員会
〒086-0205　北海道野付郡別海町別海常盤町280番地　TEL（0153）74-9854（直通）
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